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学位取得、海外渡航、産休・育休、辞退等、
届出が必要な事由が発生した場合には、
必ず研究資金助成GPへ連絡する
J-fellow@jim.titech.ac.jp (内線7221)

採用内定後の
提出書類(3月期)

直接学振に提出
研究資金助成GPに提出

交付申請書

科研費（特別研究員奨励費）
研究計画調書

特別研究員を申請した際のテーマに基づいた
「研究計画調書」を電子申請システム上で作成、提出
2～3年間の、研究の目的・各年毎の研究予定、それに
付随する資金の配分予定を記入

採用に必要な書類は
２回に分けて提出

学振必着
3月上旬

学振必着
4月上旬

研究資金助成GP提出(電子ｼｽﾃﾑ)
～２月中旬

資
格
に
関
す
る
書
類

科
研
費
に
関
す
る
書
類

機関長印は研究資金助成GPに依頼･提出
→研究資金助成GPから学振に提出

交付内定日より科研費執行可

研究資金助成GP提出
～3月上旬

誓約書等

研究資金助成GP提出(電子ｼｽﾃﾑ)
～5月上旬

住所と銀行口座登録
（電子ｼｽﾃﾑ登録）

採用
内定

「採用時特別研究員
受入承諾書」<採用2>

採用決定
通知 研究奨励金支給開始

4･5月分合わせて
5月20日に支給

採用内定後の
提出書類(4月期)

交付
内定

郵送

① 遵守事項および諸手続の手引
② 採用手続のご案内
③ 採用手続きポータルサイトの使い方
到着、採用手続開始！

注）DCの方
1.「在学証明書」4月1日付以降交付のもの
2.「DC資格確認書」<採用6>
各キャンパス窓口へ期限までに機関長印を依頼

大岡山：教務課大学院グループ
すずかけ台：学務課教務グループ

3月時点で東工大博士課程在籍中：窓口提出3月下旬
4月より東工大博士課程進学予定：窓口提出4月上旬
→4月上旬に提出した窓口で交付･受領

4月下旬公正な
研究活動の
ための研修

<受講>

3月末までに受講必須
東工大で研究を行うための学内研修
＊3月末まで他機関所属の方は、

4月以降速やかに受講

研究資金助成GPより下記書類提出依頼
(東工大への要提出書類)

1.受入申請書（要自署or押印）
2.誓約書（要自署）

速やかに研究資金助成GPへ提出する

研究資金助成GPより下記情報提供の依頼
1.titechメールアドレス
2.内線番号
3.学内ポスト番号、研究室名
4.(PDのみ)アクセスカード番号

速やかに研究資金助成GPへメール返信する
(予算登録、通知等送付に必要なため)



4月 5月 6月･･･8月 ･･･ ･･･ ･･･ 3月

交付申請書(毎年度)

資
格
に
関
す
る
書
類

科
研
費
に
関
す
る
書
類

4月1日より、科研費による物品の発注、
出張費、謝金、役務の提供等、執行可能

学位取得、海外渡航、産休・育休、辞退等、
届出が必要な事由が発生した場合には、
必ず研究資金助成GPへ連絡する
J-fellow@jim.titech.ac.jp (内線7221)

研究資金助成GP提出(電子ｼｽﾃﾑ)
～5月上旬

研究資金助成GP提出(電子ｼｽﾃﾑ)
～5月中旬

実績報告書(前年度分)

研究奨励金支給
(毎月20日)

4月分は5月分と
合わせて5月に支給

交付
内定

研究報告書(前年度分)

学振宛PDF提出(電子ｼｽﾃﾑ)
4月20日必着

<DCのみ>
4/1付以降交付の在学証明書

学振宛郵送
4月10日必着

＜該当者のみ＞
研究遂行経費の支出報告書(前年度分)
報酬受給届(受入研究者承認済)写し

学振宛PDF提出(電子ｼｽﾃﾑ)
4月20日必着

4月下旬
公正な

研究活動の
ための研修

<受講>
年度毎１回受講必須

東工大で研究を行うための学内研修

直接学振に提出
研究資金助成GPに提出

前年度経費
実績確定

4月下旬 ＜該当者のみ＞
次年度繰越使用申請

研究資金助成GP提出
(電子ｼｽﾃﾑ)
12月中旬～2月初旬

＜該当者のみ＞
調整金申請(前年度10万円以上
の未使用額を今年度に移行）

研究資金助成GP提出
6月中旬～7月初旬

＜該当者のみ＞
前倒し申請

研究資金助成GP提出
8月中旬、11月中旬
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